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1 まえがき
光の通過率は環境により変化し、同じ環境でも波長ご

とに異なっている。たどえば、大気中では青色光の通過
率が赤色と緑色よりも低く、水中では青色と緑色よりも
赤色の通過率が著しく低い。このような通信路は部分的
な消失通信路となり、3色の LEDを用いる並列伝送型
可視光通信では、通信品質が大きく劣化してしまう。
そこで、本稿では、消失通信路の通信品質を向上する

ために、パリティチェック符号の並び方を工夫したター
ボ符号システムを提案する。さらに、シミュレーション
により、ビット誤り率性能を評価する。

2 システム構成
図 1に, 提案方式のシステム構成を示す.

送信機では, 符号化率 1/3のターボ符号器により 3つ
のビット系列を生成する。ここで、情報ビット系列を
I = {i1, i2, i3, i4, · · ·}とする。符号器RSC1で生成され
たパリティビット系列をP1 = {p11, p12, p13, p14, · · ·}と
する。符号器RSC2で生成されたをパリティビット系列
を P2 = {p21, p22, p23, p24, · · ·}とする。さらに、生成さ
れたパリティビット系列 P1と P2の要素符号を並び替え
を行う。ここでは並び替え法として交互に入れ替える手
法を採用する。生成したパリティビット系列は X1 =

{p11, p22, p13, p24, · · ·} と X2 = {p21, p12, p23, p14, · · ·}
になる。このようにすることにより、X1 また X2 が消
失しても受信側でパンクチャード復号が可能となる。
本稿では、例としてターボ符号の情報ビット系列 I、パ

リティビット系列X1、パリティビット系列X2を LED

の青色 (B)、緑色 (G)、赤色 (R)で送信する。
受信機では、各 PD(photodiode) の受信エネルギー

をしきい値判定することによりビット系列の有無を
判定する。無と判定した場合、その PD 出力信号は
{0, 0, 0, 0, · · ·} となる。デアレンジ操作でパリティビッ
ト系列を元のターボ符号パリティ系列に戻し、ターボ復
号器により復号する。

3 性能解析
本稿では、多項式 (7, 5)8のターボ符号器を採用し、パ

リティビット系列の 1 つが消失した場合について性能
評価する。だだし、符号長とインターリーバーサイズを
256、フレーム送信数を 2000とする。復号アルゴリズム
は modified BCJR[2]とする。図 2に, その誤り率特性
を示す。従来より、提案方式のアレンジド・ターボ符号
がより優れた誤り率性能を示し、消失通信路に耐性があ
ることが分かった。

図 1 システムモデル
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図 2 パリティビット系列の１つが消失した場合の誤り率

4 むすび
本稿では消失通信路に耐性があるターボ符号システム

を提案した。シミュレーションにより、システムの有効
性を示した。　
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